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エネルギー

エネルギーの安定供給、最適化、安定化技術を通じて
事業拡大を図ります

執行役員常務
エネルギー事業本部長
河野 正志 

化診断や余寿命診断というサービスメニューの拡充に取り組

みます。

▶再エネまるごと提案と変電システム事業の新製品開発強化

大規模工場や系統蓄電事業者の脱炭素化に向けた中長期

的な市場伸長が見込まれる中、エネルギーマネジメント事業で

は、再エネまるごと提案を強化していきます。蓄電池メーカー

やPPA事業者※と連携し、再生可能エネルギー、蓄電システ

ム、エネルギーマネジメントシステム（EMS）をまるごと提案す

ることで、お客様の工期を短縮しながら脱炭素化を支援し、受

注・売上の拡大を図ります。

変電システム事業では、環境規制強化に対して温室効果ガ

ス不使用のガス絶縁開閉装置や水素製造ニーズの高まりによ

り需要が増加している水素製造装置用電源を新たに開発し、

2025年度より順次投入します。
※  PPA事業者：Power Purchase Agreement （PPA） に基づき、太陽光発電システムな
どの設備を顧客の代わりに設置し、発電した電力を顧客に販売する事業者。

▶ IDC、半導体工場向け事業の拡大

生成AIの普及に伴い需要が活況な IDCと半導体工場向け

に国内トップシェアを誇る無停電電源装置 (UPS)やモールド変

圧器をはじめとした製品の新規開発を加速します。具体的に

は大容量化やライフサイクルコスト低減といった市場ニーズを

見据えた、長寿命UPSを開発し、新規顧客獲得に向けた受注

活動を強化します。

ここ数年納入実績が大きく伸長しているUPSについては、

当社のサービス体制を強化し、サービス関連売上の拡大を目

指します。

▶器具事業の更なる収益力強化

2023年度に発売した「小形化」、「長寿命化」、「環境負荷低

減」ニーズに対応した主力製品である新形電磁接触器・電磁

開閉器の拡販・切り替えの推進により、原価低減効果を確実

に刈り取ります。また、配線用遮断器の新製品を開発し、受配

電市場での競合優位性を確立します。

ものつくりでは、機種ごとに生産拠点を集約して地産地消

を図るとともに、生産効率を追求し更なる収益力の強化を目

指します。

Q. 2023年度中期経営計画の成果と課題は？

電気設備まるごとビジネスの着実な展開により業績が
拡大。エネルギーマネジメント事業と施設・電源システ
ム事業での競争力ある製品開発の加速が課題です。

2023年度中期経営計画では、インターネットデータセンター

（IDC）や半導体工場向けにシステム設計から保守サービスま

で一括提案する電気設備まるごとビジネスに注力しました。お

客様の工期短縮と設備管理要員削減に貢献し、2023年度の

売上高は2018年度比で約2倍に伸長しました。また、器具事

業で取り組んだ構造改革もエネルギー全体の業績に大きく貢

献しました。2023年10月、エネルギーの創出から安定化まで

をお客様に一括して提案することを目的に旧発電プラントと

旧エネルギー両部門を一体化し、2026年度中期経営計画で

更なる事業拡大を図るための第一歩を踏み出しました。

課題は、脱炭素関連市場をはじめ今後成長が見込まれる

マーケットでの競争力ある新製品の早期投入と提案力の強化

です。

脱炭素関連市場をはじめ今後成長が見込まれるマーケッ
トでのエネルギーの安定供給や、最適化に資する新製品
の早期開発や提案力強化により事業拡大を図ります。 

▶再生可能エネルギーの関連事業の拡大

脱炭素化に向けた投資の増加を背景に更なる市場伸長が

期待できる再生可能エネルギー関連事業に一層注力して 

いきます。

現行領域である地熱発電設備の容量帯拡充や揚水発電を

含む水力発電事業を拡大します。年々需要が増加している発

電設備の更新需要に対しては、設備の稼働率改善に向けた劣

業績推移  （億円）

設備投資・研究開発
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変電システム事業とIDC・半導体工場向け開発計画
機種 2023 2024 2025 2026

変
電
シ
ス
テ
ム
事
業
向
け

グローバル変圧器
開発

高耐熱化技術の開発

グローバルGIS
開発

開発（特高）

ドライエア開閉装置
（SF6ガスレス）

開発（C-GIS）

単体VCB開発

GIS開発

新JIS/IEC
配電盤

開発（高圧）

開発（特高）

水素製造
装置用電源

開発（並列）

開発（直列）

Ｉ
Ｄ
Ｃ
・
半
導
体
工
場
向
け

長寿命UPS 開発

次世代UPS 開発

海外向け
モールド変圧器 開発

第3世代
トップランナー変圧器 開発

主な設備投資計画
• エネルギーマネジメント事業での開発試験設備の導入
•器具事業における新製品の生産設備導入

主な研究開発計画
• 発電プラント事業、エネルギーマネジメント事業向け脱炭素、
環境貢献対応商材、グローバル商材
• 施設・電源システム事業向け長寿命UPS／次世代UPS系列
拡大
※  研究開発費はテーマに応じてセグメントに分類したもので決算短信記載の数値と異なり
ます

Q.  2026年度中期経営計画の方針と 
主な取り組みは？
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実績
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累計計画
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海外売上高比率 35% 34% 33%

発電プラント エネルギーマネジメント 施設・電源システム 器具

営業利益率

連結調整他

529

807

1,256

301

1,245
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営業利益
2018年度
実績

売上高 営業利益
2024年度
経営計画

売上高 営業利益
2026年度
中期経営計画

売上高 売上高 営業利益
2023年度
実績

106 72
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